
神
石
高
原
町
議
会
だ
よ
り

第
23
号

平
成
22
年
7
月
15
日
発
行

■
住
所
／
広
島
県
神
石
郡
神
石
高
原
町
小
畠
二
〇
二
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
４
７―

８
９―

３
３
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
４
７―

８
５―

４
２
０
１

議
会
ク
イ
ズ

第６回
《
ク
イ
ズ
》

　

空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

①
６
月
補
正
予
算
・
太
陽
光
発
電
補
助
を
○
○
（
20

基
分
）

　

②
委
員
会
研
修
リ
ポ
ー
ト
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
○
○
○
○
は

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
。

　

③
一
般
質
問
・
小
畠
○
○
○
○
の
進
捗
状
況
は
。

　

④
一
般
質
問
・
口
蹄
疫
対
策
に
○
○
を
。

　

⑤
元
気
な
グ
ル
ー
プ
紹
介
・
高
原
の
里
○
○

《
ヒ
ン
ト
》

　

議
会
広
報
を
良
く
読
め
ば
解
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
・
ご
意
見
な
ど
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
ち
の
声
」で
、
出
来
る
だ
け
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
５
名
の
方
に 

１
，
０
０
０
円
分
の
や
ま
な
み
商
品
券
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

《
あ
て
先
》

　

〒
７
２
０
‐
１
５
２
２　

神
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〇
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五　

神
石
高
原
町
議
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事
務
局

　
「
第
６
回
議
会
ク
イ
ズ
係
宛
」

《
締
め
切
り
》

　

８
月
10
日（
火
）　

消
印
有
効

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
賞
品
発
送

お
よ
び
『
ま
ち
の
声
』
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

　　
政
権
交
代
し
、
わ
ず
か
９
ヵ

月
足
ら
ず
で
総
理
大
臣
が
交
代
。

　

菅
首
相
は
、﹁
最
小
不
幸
社
会
﹂

を
目
指
す
と
表
明
。

　

困
窮
す
る
国
民
を
﹁
絶
対
幸

福
に
し
て
見
せ
る
﹂
と
の
気
迫

は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。﹁
最
小

不
幸
﹂
で
は
な
く
、
最
大
の
希

望
を
持
て
る
社
会
﹂
を
目
指
し

て
、
一
身
を
な
げ
う
つ
覚
悟
で
、

﹁
ム
ダ
の
削
減
﹂
と
﹁
景
気
回
復
﹂

に
取
り
組
み
、
国
民
の
た
め
に

働
い
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

で
は
だ
れ
ひ
と
り
責
任
を
取
ろ

う
と
も
せ
ず
、
国
民
の
政
治
不

信
は
つ
の
る
一
方
だ
。

　

生
活
現
場
の
声
を
国
政
に
反

映
す
る
の
が
国
会
議
員
の
仕
事

で
は
な
い
か
。

　

国
政
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も

ま
ち
づ
く
り
に
真
摯
に
取
り
組

む
、
町
議
会
の
活
動
を
よ
り
多

く
の
町
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。﹁
み
ん
な
の
町
議
会
﹂
が

そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
︵
寄
︶ 地生のやまゆり

元 気 な グループ紹介

　

農
事
組
合
法
人
﹁
高
原
の
里
ま
き
﹂

は
、
旧
神
石
町
の
牧
地
域
の
農
業
を
守

る
た
め
、
牧
学
校
区
の
５
つ
の
集
落
の

53
戸
で
構
成
。
基
盤
整
備
を
し
て
い
な

い
農
地
も
含
め
26
ｈ
ａ
を
集
積
、
16
ｈ

ａ
で
水
稲
栽
培
、
5
ｈ
ａ
で
飼
料
稲
を

栽
培
し
て
い
る
。
そ
の
他
経
営
の
多
角

化
を
目
指
し
、ぶ
ど
う︵
ピ
オ
ー
ネ
、シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
︶
50
ａ
、
こ
ん
に
ゃ
く

30
ａ
を
栽
培
し
て
い
る
。

　

ぶ
ど
う
の
栽
培
は
今
年
で
２
年
目
、

来
年
に
は
本
格
的
に
収
穫
が
始
ま
る
。

現
在
近
隣
地
区
の
ぶ
ど
う
園
４
ａ
を
借

受
け
栽
培
の
研
修
中
。

　

一
方
、
集
積
の
内
、
約
２・５
ｈ
ａ
が

不
作
付
地
で
あ
る
。
個
別
所
得
補
償
モ

デ
ル
対
策
が
始
ま
り
、
不
作
付
地
の
解

消
が
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
保
全

管
理
で
対
応
し
て
い
た
が
、
知
恵
を
絞

り
不
作
付
地
の
解
消
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
水
稲
が
作
付
で
き
な
い
農

地
に
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
や
大
豆
、
は
ぶ

草
茶
な
ど
を
作
付
し
、
今
後
は
加
工
部

門
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

　

不
作
付
地
の
解
消
や
ぶ
ど
う
栽
培
な

ど
の
多
角
経
営
を
個
人
で
行
う
こ
と
は

難
し
い
が
、
労
働
力
が
確
保
で
き
る
法

人
だ
か
ら
で
き
る
。

　

今
後
は
法
人
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
、

ぶ
ど
う
栽
培
や
農
産
物
加
工
な
ど
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
若
い
後
継
者
確
保
に
、

取
り
組
み
た
い
。

ぶどう栽培（ジベレリン処理）

農
事
組
合
法
人

「
高
原
の
里
ま
き
」
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